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   金沢美術工芸大学旧校舎は，建設から 50 年ほど経過しており，著しい老朽化と増改築による諸施設の非効率な配置を

はじめ，貴重な公共用地である金沢大学工学部跡地の活用を図ることから，新キャンパスの移転整備が 2017 年に計画さ

れた．本計画では 7棟が新築され，職人不足による工程遅延の回避等のため，デザイン棟とメディア棟の柱・梁・床にプ

レキャストコンクリート造（以下，PCa 造）として計画した．また，大スパン空間を実現するため，工房棟と講義棟梁

の一部を現場打ちプレストレストコンクリート梁（以下，PC梁）として計画した． 
PCa 造では，PCa 大梁にパネルゾーン一体型部材として接続するレンコン方式を

採用し，柱・梁主筋はモルタル充填式機械式継手により接続することで省力化を実

現した．また，小梁には，プレストレストコンクリートを採用することにより， 
11.7m という大スパンを梁せい 800mm で可能とし，フレキシブルな空間を実現し

た．施工面では，在来工法と比べ，天候に左右されず，天候による工期遅延と職人

不足問題が解消され，高い経済性を両立した． 
本稿は，PCa 工法を採用した 2 棟のうち，代表としてデザイン棟（写真-1）の 

設計・施工について報告する． 

構造・部材概要 

 
 

  １．構造概要 
デザイン棟の平面は 3.9m グリッドに基準化されており，

コンクリート躯体の規模は，スパン方向は 3.9m×6 スパンの

23.4m，桁方向は 3.9m×16 スパンの 62.4m で，外郭は長方

形である．階高は 1・2 階が 4.4m，3 階が 4.75m であり，構

造形式は RC 造の耐震構造である(図-1）．建物の外周部にお

いて外部に面する柱の断面は 400mm×800mm であるが，隅

柱については軸力の負担により断面を 800mm×800mm とし

た．また，建物の内部において地震力を負担する柱は600mm
×1400mm であり，バランスよく配置された現場打ち耐震壁

などの耐震要素によって建物全体の地震力に抵抗させた． 
RC造として設計された本建物には，構造躯体の品質確保や

建設時の工程管理のために PCa 工法を採用した．PCa 大梁に

はパネルゾーン一体型部材として接続するレンコン方式を採

用し，柱と大梁の主筋をモルタル充填式機械式継手により接

続した．また，機械式継手の数量および現場打ちによる接合

部の箇所数の削減を図るために，パネルゾーンを 2 箇所配置

したダブルレンコン方式を採用した（図-2）． 
 

２．部材概要 
部材は柱梁とも断面形状がシンプルな矩形であり，各部材で形状が統一されているため，工場で製作する PCa 部材と

して計画するには有利な条件であった． 
柱の断面寸法は前述の3種類であり，部

材長さは1階ではスラブレベルの違いによ

り 2 種類の長さが発生したが，2 階以上は

階ごとに統一した．外周部の大梁製品断

面寸法は，PCa 梁せいは部材製作の効率

性と現場打ちコンクリートの充填性を配

慮し，上端主筋が2段の時に必要な断面寸

法として，B×D=450mm×500mm に統

一し，内部の桁梁は B×D=600mm×

875mm に統一した．プレストレストコン

クリート造小梁の断面寸法は，2・3 階で

は B×D=400mm×680mm とし，R 階で

は B×D=400mm×800mm とした．  

 
KKeeyy  WWoorrddss：プレキャストコンクリート，パネルゾーン一体型部材，機械式継手 

 

写真-1  外観写真 

図-1  デザイン棟伏図・軸組図（抜粋） 
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図-2  PCa 桁梁のダブルレンコン形式 
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   本建物は，長野県御代田町の自然豊かな環境に計画されたデザインオ

フィス nendo のゲストハウスである．宿泊機能に加え歴代の nendo 作品

を保存・展示する目的も兼ねた施設である．建物形状のデザインは「土

管」を井桁状に積み重ね，その上に屋根を掛けた構成がイメージされて

いる．土木で用いられるボックスカルバートを「土管」に見立てた特殊

な形状の建築物を再現するため，プレキャストプレストレストコンクリ

ート（以降，PCaPC）が採用された． 
シンプルな形状で建物を構成する四角い筒状の構造体は，全てが同断

面の形状であり，プレキャスト化するのに適していた．ロの字型のプレ

キャスト部材として分割する計画とし，1 列に敷き並べた PCa 部材を PC
鋼より線を用いて圧着接合する PCaPC 工法とすることを提案した．その

合理性と施工性の高さが評価され，本建物のコンセプトの一つとして採

用された．  

PCa ボックス部材の設計と施工 

 
 

  １．建築概要 
建築場所：長野県北佐久郡御代田町大字馬瀬口 1597-109 
主要用途：事務所 
建築面積：284.17m2 
階  数：地上 2 階 
最高高さ：6.1m 
構  造：RC 造（一部 PCaPC 造），鉄骨造 
発注者・意匠設計・設計監理：有限会社 nendo 
構造設計：株式会社 北條建築構造研究所 
施  工：株式会社 新津組 
PC 工事 ：株式会社 ピーエス三菱  
 

２．PCa ボックス部材の設計 
建物の構造は RC 造を基本とした壁付きラーメン構造である．

図-1 に示すように，分割された PCa 部材（以降，PCa ボックス

と称する）の中には，X，Y 方向の梁型および柱型が壁と床の厚

さ 250mm の中に内蔵されている．柱型および梁型が内蔵された

構造であるが，断面の応力や全体の挙動はロの字型の PCa ボック

ス断面として働くことが想定されるため，PCa ボックス断面とし

て縁応力度の検討や FEM 解析による上下動の検討を行い安全性

の確認をした．（図-2） 
 

３．PCa ボックス部材の施工 
本工事において問題となったのは，現場までの道路幅が狭い

（最狭約2.2m）山道のため通行できる重機や車両に制限があり，

揚重機は 60t ラフター，車両は大型増トン車が最大であった．ま

た，敷地の高低差が激しく揚重機や車両の配置計画が制限されてい

た．そこで，4 列の PCa ボックスの内，2 列を建逃げで施工するこ

とで施工の効率化を図った．また，施工途中の PCa ボックスは，1
段目は基礎梁上，2 段目は支保工上に乗った状態であり，PC 緊張

までに地震や重機走行時の振動で PCa ボックスが動くことも想定

されたため，PCa ボックスの上下に配置した各 7 ケーブルの PC 鋼

より線 21.8mm のうち、各 2 ケーブルを PC 鋼棒（呼径 26mm）に

変更し，途中で PC 鋼棒を緊張しながら部材架設を行うことで施工

精度を高めた． 

 
Key Words：PCaPC，ボックスカルバート，圧着接合  

 

写真-1 建物外観（有限会社 nendo 様より受領） 
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図-2  FEM 解析を用いた上下動の解析結果 

B-B’断面 

写真-2  PCa ボックス建逃げ架設状況 
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